
制気口のご紹介



主な吹出口・吸込口



代表的な吹出口のご紹介（1）



代表的な吹出口のご紹介（２）



代表的な吹出口のご紹介（３）
■フロアグリル（ＦＧ－２）

■システムアネモ

システム天井（グリッド天井）用のアネモ 天井のＴバーまたは照明器
具に乗せて取付ける。

アンダーフロアー空調用吹出口 フリーアクセスフロアに取り付け
る。

ＳＴＥ型 ＣＲＤ型

ファン無 ファン付



吹出気流パターンについて





吹出口の選定方法
１．ＫＬＤ（ブリーズライン） ４０００Ｌ

風量６００㎥/h時の到達距離（水平・垂直）を算出する。

Ａ

ＡＢ
Ｂ

Ａ＝残風速0.5m/s時の到達距離 Ｂ＝残風速0.25m/s時の到達距離

残風速＝吹出し気流の風速は吹出口から
離れるに従い減速する。残風速は
ある到達点での気流の最大速度をいう。

（一般的に残風速は0.5m/sまたは0.25m/s
で評価する）

垂直 水平



【手順】
①吹出口１ｍ当りの風量を算出

（600÷4＝150㎥/h）
※条件＝等温・終風速0.5ｍ/s

②その風量を該当サイズのグラフに
スライドさせる。

③そのポイントから真下に線を引く。

冷房時（Δｔ＝10 ）は?

到達距離⇒

150

＝ 2.6ｍ
水平吹出の場合は温度差が
ついても等温と距離は変わらない。

2.6ｍ

終風速0.25ｍ/ｓ時は?

＝5.8ｍ

L寸が4000の為、1.4倍の
補正が必要で
2.6×1.4＝3.6ｍとなる



【手順】
１．吹出口１ｍ当りの風量を算出

（600÷4＝150㎥/h）

２．その風量を該当サイズのグラフに
スライドさせる。

３．そのポイントから真下に線を引く。
150

1.0ｍ

冷房時（Δｔ＝10 ）は?

＝ 1.5ｍ

終風速0.25ｍ/ｓ時は?
＝ 3.4ｍ

L寸が4000の為、1.4倍の
補正が必要で
1.5×1.4＝2.1ｍとなる



【手順】
１．その風量を該当サイズのグラ
フにスライドさせる。

２．そのポイントから真下に線を
引く。

冷房時（Δｔ＝10 ）は?

＝12.3ｍ
終風速0.25ｍ/ｓ時は?

＝7.7ｍ

5.5ｍ

２.ノズル（垂直吹出） ＃10 500m3/h時の到達距離を算出する



【手順】
１．その風量を該当サイズの数値
を確認する。

冷房時（Δｔ＝10 ）は?

＝ 1.0ｍ

1.0ｍ

3.アネモ ＃20 300m3/h時の拡散半径を算出する

終風速0.25ｍ/ｓ時は?

1.8ｍ＝

水平吹出の場合は温度差が
ついても等温と距離は変わらない。



騒音について

上記ＮＣ値及び許容風速値を目安に吹出口の選定を行う



【手順】
１．その風量を該当サイズの数値
を確認する。

水平吹出 36dB-A
垂直吹出 20dB-A

2. L寸が2000のため、補正が必要

ＫＬＤ 2000Ｌ 600m3/hの騒音値を算出する

水平吹出 39dB-A
垂直吹出 23dB-A



C2 ＃20 350m3/hの騒音値を算出する SN-FR2 Φ250 1250m3/hの騒音値を算出す
る

【手順】
１．その風量を該当サイズの
数値を確認する。

垂直吹出 25dB-A
水平吹出 22dB-A 31dB-A



ドラフトについて

居住域でのドラフトによるクレームを防止するため、床上1.5ｍ地点での終風速を0.5
ｍ/ｓ程度とするのが望ましいが、冷房と暖房の両方を満たす選定は非常に難しい

□ＮＳＬ 4000Ｌ 風量800㎥/h時 天井高3.0ｍ 評価点床上1.5ｍ



□ＡＴ-ＮＳＬ 4000Ｌ 風量800㎥/h時 天井高3.0ｍ 評価点床上1.5ｍ

オート型の吹出口を採用することにより、冷房と暖房の到達距離を自動で調
整可能



オート型吹出口

 吹出口使用時の気流

天井

床

 オート型

温度センサーが、吹出温度の変化に応じて、吹出風速
を切り替える機能です。従って吹出気流の温度が変わ
ると、到達距離も変わります。

冷房吹出 約１７℃以下
水平吹出

暖房吹出 約２７℃以上
垂直吹出

温度センサーが感知して、切替羽根
が垂直になり、風速に負荷をかけな
い。

温度センサーが感知して、切替羽根
が斜めになり、風速が増す。



ご清聴ありがとうございました


